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令
和
６
年
度
日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会
予
算
編
成
方

針
案
が
ま
と
ま
り
、
２
月
17
日
の
自
治
連
定
例
役
員
会

で
了
承
さ
れ
た
。
編
成
方
針
案
で
は
、
収
入
の
柱
と
な

る
各
自
治
会
か
ら
の
分
担
金
が
自
治
会
員
の
減
少
で
ダ

ウ
ン
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
年
度
で
収
支
均
衡
を
図

る
た
め
、
対
前
年
比
で
事
業
費
、
事
務
的
経
費
の
圧
縮

に
加
え
、
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
削
減
に
も
手
を
つ
け

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
現
時
点
で
令
和
５

年
度
の
収
支
予
測
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し

た
事
業
費
の
回
復
や
、
活
動

団
体
数
増
加
に
よ
る
助
成
金

の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
除
く

単
年
度
の
収
支
で
は
10
万
円

を
超
え
る
支
出
超
過
と
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

次
に
令
和
６
年
度
を
見
通

す
と
、
収
入
の
部
の
柱
で
あ

る
自
治
会
分
担
金
に
つ
い
て

は
、
２
月
時
点
の
集
計
で
、

自
治
会
員
数
１
１
０
１
世
帯
、

２
２
０
万
２
０
０
０
円
の
収

入
見
込
み
と
な
り
、
10
年
前

の
平
成
26
年
の
１
１
７
４
世

帯
、
２
３
４
万
８
０
０
０
円

か
ら
は
、
平
均
す
る
と
毎
年

約
０
．
５
％
ず
つ
の
減
少
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

支
出
の
部
で
は
、
自
治
連

が
１
月
27
日
に
実
施
し
た
学

区
内
各
種
団
体
に
対
予
算
要

求
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
14
団
体
中
、

４
団
体
か
ら
計
６
万
円
強
の

増
額
要
求
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
増
額
要
求
に
応
え
、

か
つ
本
年
度
並
み
の
事
業
費

や
事
務
費
支
出
を
行
う
と
、

赤
字
幅
が
本
年
度
以
上
に
拡

大
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

自
治
連
執
行
部
で
は
持
続
可

能
な
予
算
編
成
と
す
る
た
め
、

自
治
連
事
業
費
、
事
務
費
の

圧
縮
に
加
え
、
「
増
額
要
求

を
求
め
る
団
体
が
あ
っ
た
が

助
成
費
の
削
減
に
踏
み
込
ま

ざ
る
を
得
な
い
」
と
判
断
し

た
よ
う
だ
。

削
減
内
訳
の
概
略
を
見
て

み
る
と
日
吉
台
ま
つ
り
や
学

区
民
大
運
動
会
な
ど
事
業
費

で
５
～
10
％
カ
ッ
ト
、
事
務

費
で
対
前
年
度
予
算
比
３
万

円
減
、
旅
費
交
通
費
で
１
万

円
減
。
各
種
団
体
助
成
費
で

は
、
概
ね
助
成
額
20
万
円
以

上
の
団
体
は
対
前
年
予
算
費

１
万
円
減
、
４
万
円
以
上
の

団
体
は
５
０
０
０
円
減
と
し

た
。
自
治
連
執
行
部
は
、
こ

れ
ら
の
減
額
措
置
を
し
た
と

し
て
も
予
算
上
は
若
干
赤
字

に
な
る
と
し
て
い
る
が
、
当

面
は
コ
ロ
ナ
禍
で
積
み
あ
が
っ

た
繰
越
金
か
ら
補
填
す
る
な

ど
し
て
状
況
判
断
し
た
い
と

し
て
い
る
。

江
若
交
通
（
本
社
・
大
津

市
）
は
２
月
22
日
、
路
線
バ

ス
の
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
（
３

月
16
日
実
施
）
を
発
表
し
た
。

発
表
に
よ
る
と
、
学
区
を
走

る
日
吉
台
線
で
は
、
平
日
の

始
発
便
の
繰
り
下
げ
、
最
終

便
の
繰
り
上
げ
ほ
か
、
運
行

本
数
を
大
幅
に
減
便
す
る
ダ

イ
ヤ
と
な
っ
て
お
り
、
会
社

で
は
「
自
動
車
運
転
手
の
労

働
時
間
を
改
善
さ
せ
る
２
０

２
４
年
問
題
に
加
え
、
バ
ス

運
転
手
不
足
が
深
刻
化
、
運

行
本
数
の
削
減
を
中
心
と
し

て
減
便
を
や
む
を
得
ず
実
施

し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

改
正
に
よ
る
と
平
日
ダ
イ

ヤ
で
、
日
吉
台
四
丁
目
6
時

４
分
発
、
比
叡
山
坂
本
駅
着

の
始
発
を
廃
止
。
最
終
便
は

21
時
20
分
比
叡
山
坂
本
駅
発

と
21
時
47
分
発
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
行
き
を
廃
止
。
こ

の
結
果
、
始
発
便
は
比
叡
山

坂
本
駅
６
時
26
分
発
に
繰
り

下
が
り
、
最
終
便
は
同
駅
21

時
２
分
発
に
繰
り
上
げ
と
な
っ

た
。運

行
本
数
も
西
教
寺
循
環

含
め
ト
ー
タ
ル
で
計
23
本
減

便
さ
れ
、
概
ね
１
時
間
で
２

便
の
運
行
ダ
イ
ヤ
と
な
っ
た
。

特
に
帰
宅
時
間
帯
の
削
減
数

が
多
く
帰
宅
時
の
足
に
大
き

な
影
響
が
で
そ
う
だ
。
ま
た
、

西
教
寺
循
環
線
は
平
日
ダ
イ

ヤ
で
は
こ
れ
ま
で
10
便
運
行

さ
れ
て
い
た
が
７
便
削
減
、

１
日
の
運
行
は
た
っ
た
３
便

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

土
曜
、
休
日
ダ
イ
ヤ
で
は
、

数
分
程
度
の
発
着
時
間
の
変

更
は
あ
る
が
、
減
便
な
ど
は

な
く
現
行
ど
お
り
の
便
を
維

持
し
て
い
る
。

日
吉
中
学
校
３
年
生
で

日
吉
台
在
住
の
塩
尻
哲
平

君
が
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）
の
Ｕ
ー
16

日
本
代
表
選
手
の
メ
ン
バ
ー

に
選
出
さ
れ
、
２
月
24
日

か
ら
３
月
５
日
ま
で
ト
ル

コ
遠
征
に
出
発
す
る
。

日
本

サ
ッ
カ

ー
協

会

（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）
は
、
２
月
16

日
、
Ｕ
ー
16
ト
ル
コ
遠
征

日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
20
人
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

３
人
を
発
表
し
た
。
こ
の

代
表
メ
ン
バ
ー
に
セ
レ
ッ
ソ

大
阪
西
Ｕ
ー
15
に
所
属
す
る

塩
尻
君
が
選
出
さ
れ
、
朗
報

が
地
元
に
伝
わ
っ
た
。

代
表
選
手
一
行
は
、
24
日

に
日
本
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
た
あ
と
ト
ル
コ
に
向
け

出
発
、
26
日
に
現
地
で
ス
ペ

イ
ン
代
表
、
３
月
１
日
に
デ

ン
マ
ー
ク
代
表
、
４
日
に
フ

ラ
ン
ス
代
表
と
親
善
試
合
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

塩
尻
君
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｆ

Ｗ
で
背
番
号
は
10
。
エ
ー
ス

ナ
ン
バ
ー
を
背
負
い
親
善
試

合
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。

小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
サ
ッ

カ
ー
に
魅
せ
ら
れ
、
難
関
を

突
破
し
て
４
年
生
の
時
、
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
Ｕ
ー
⒓
チ
ー
ム

に
入
団
。
同
チ
ー
ム
の
練
習

場
は
大
阪
市
内
に
あ
り
、
週

５
日
片
道
１
時
間
半
か
け
て

通
い
、
勉
強
と
練
習
に
明
け

暮
れ
る
毎
日
。
塩
尻
君
の
こ

の
努
力
が
実
っ
て
才
能
が
開

花
、
日
本
代
表
の
座
を
射
止

め
た
。

塩尻君、サッカーＵ－ 16 日本代表選手に

塩 尻 哲 平 君

日
吉
台
学
区
内
で
、
福

祉
・
文
化
・
体
育
・
防
犯
・

防
災
・
環
境
・
青
少
年
育

成
等
の
活
動
で
地
域
振
興

に
多
大
な
功
績
及
び
功
労

の
あ
っ
た
人
を
顕
彰
す
る

令
和
６
年
度
日
吉
台
学
区

地
域
功
労
者
が
２
月
17
日

開
い
た
学
区
自
治
連
合
会

定
例
役
員
会
で
決
ま
っ
た
。

自
治
連
合
会
表
彰
規
定
に

基
づ
き
、
学
区
自
治
連
合

会
が
各
自
治
会
、
学
区
内

各
種
団
体
に
対
象
者
の
推
薦

を
求
め
今
年
度
は
４
氏
の
受

賞
が
決
定
し
た
。

４
月
21
日
開
催
さ
れ
る
学

区
自
治
連
合
会
令
和
６
年
度

総
会
の
席
上
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
る
。
表
彰
者
の
み
な
さ

ん
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

▽
中
野

義
勝
（
三
丁
目

東
自
治
会
）

自
治
会
活
動
、

地
域
交
流
活
動

通
算
７
年
自
治
会
長
を
歴

任
し
、
自
治
会
活
性
化
、
集

会
所
の
利
活
用
を
推
進
す
る

と
同
時
に
、
コ
ス
モ
ス
ク
ラ

ブ
会
長
と
し
て
の
地
域
高
齢

者
の
見
守
り
、
自
治
連
教
育

を
語
る
会
特
別
委
員
長
と
し

て
子
ど
も
園
誘
致
な
ど
、
多

岐
に
渡
り
貢
献
を
さ
れ
た

▽
山
本

由
美
（
四
丁
目

東
自
治
会
）

地
域
貢
献
全

般
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

長
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
や
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
尽
力
し
、
ま
た
日
吉

台
吉
台
夢
・
未
来
事
業
推
進

委
員
、
運
動
会
や
日
吉
台
ま

つ
り
実
行
委
な
ど
を
通
し
て

幅
広
い
地
域
活
動
に
指
導
的

役
割
を
果
た
し
た
。

▽
砂
川

百
合
子
（
自
主

防
犯
推
進
会
、
一
丁
目
南
自

治
会
）

防
犯

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
と
し
て
登
下
校
見

守
り
を
実
施
、
ま
た
子
ど
も

安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

防

犯
教
室
を
通
し
て
日
吉
台
を

含
む
湖
西
地
区
の
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
た▽

浅
山

鞠
子
（
社
会
福

祉
協
議
会
）

社
会
福
祉

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

委
員
と
し
て
、
ま
た
ふ
れ
あ

い
給
食
部
副
部
長
と
し
て
ふ

れ
あ
い
給
食
事
業
の
発
展
に

尽
力
、
多
く
の

受
給
者
に

喜
ば
れ
て
い
る
。

地
域
功
労
者
決
ま
る

令
和
６
年
度

６
年
度
予
算
編
成
方
針
案
を
発
表

事
業
費
圧
縮
、
助
成
金
削
減
、
緊
縮
予
算
案
提
示

会
員
減
歯
止
め
か
か
ら
ず
収
入
減

運
行
数
、
大
幅
減
便
半
分
位
に

江
若
バ
ス
、
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

日吉台線

トルコ遠征に出発
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日
吉
中
生
に
期
待
す
る
こ
と
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

日
吉
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
総
会
が
２
月
17
日
、

大
津
市
下
阪
本
の
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
び
わ
こ
」
で
開
催
、

「
日
吉
中
学
生
に
期
待
す
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

参
加
者
ら
が
日
吉
中
生
へ
の

期
待
像
等
に
つ
い
て
討
論
を

行
な
っ
た
。

総
会
で
は
、
同
中
教
諭
ら

に
よ
る
学
校
全
体
の
様
子
や

学
校
評
価
の
結
果
分
析
な
ど

学
校
の
現
状
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
報
告
で
始
ま
り
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
委

員
の
竹
下
ゆ
か
里
さ
ん
か
ら
、

同
中
が
行
う
学
校
運
営
協
議

会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
）
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
今
後
の
活
動
方
針
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
野
々
口
義
信
日
吉
台

学
区
自
治
連
合
会
長
、
鳥
井

義
徳
下
阪
本
青
少
年
育
成
学

区
民
会
議
会
長
、
岡
本
幸
一

郎
下
阪
本
小
校
長
、
岸
本
光

香
下
阪
本
幼
稚
園
長
、
田
畑

瑠
音
日
吉
中
生
徒
会
長
の
４

氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
松
代

弘
日
吉
中
校
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
発
表

が
あ
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、
日
吉
中
の

田
畑
生
徒
会
長
が
「
不
登
校

の
生
徒
が
気
に
な
る
。
ク
ラ

ス
に
も
よ
る
が
５
～
10
％
、

不
登
校
生
徒
が
い
る
」
と
問

題
提
起
、
テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
後
半
、
不
登
校
問
題
や
同

問
題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
ざ
し
て
、
日
吉
台

学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー

（
濱
崎
博
会
長
）
が
実
行
委

を
組
織
し
て
行
う
「
第
８
回

日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト
～
和
楽

器
の
競
演
～
が
４
月
14
日
午

後
２
時
、
日
吉
台
市
民
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

る
。和

楽
器
の
競
演
と
名
付
け

行
わ
れ
る
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
す
る
演
奏
者
は
、
津

軽
三
味
線
、
中
村
卓
也
さ
ん
、

筝
、
中
村
知
世
さ
ん
、
和
太

鼓
、
柴
田
未
来
さ
ん
の
３
人
。

中
村
卓
也
さ
ん
は
、
姫
路
市

出
身
。
三
味
線
、
和
太
鼓
を

祖
父
、
中
村
泰
三
さ
ん
か
ら

平
成
29
年
か
ら
は
津
軽
三
味

線
を
三
絃
小
田
島
流
二
代
目
、

小
田
島
徳
旺
師
に
師
事
し
。

本
来
の
民
謡
を
は
じ
め
古
典

芸
能
の
神
髄
を
追
究
、
幅
広

い
世
代
に
三
味
線
の
魅
力
を

伝
え
る
若
き
津
軽
三
味
線
奏

者
。中

村
知
世
さ
ん
も
姫
路
市

出
身
。
平
成
７
年
沢
井
筝
曲

院
講
師
免
許
を
取
得
し
野
村

流
三
線
を
饒
波
正
宏
師
に
、

美
鵬
流
民
謡
鳴
り
物
を
美
鵬

直
三
朗
師
に
そ
れ
ぞ
れ
師
事
。

平
成
11
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
開

催
さ
れ
た
「
日
本
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
芸
術
文
化
祭
」
、
平
成

13
年
に
は
イ
タ
リ
ア
で
開
か

れ
た
「
日
本
・
オ
ル
ト
ー
ナ

国
際
交
流
音
楽
祭
」
に
参
加
、

筝
、
三
線
を
用
い
て
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
に
活
動
中
。

柴
田
さ
ん
は
、
和
太
鼓
奏

者
と
し
て
東
京
国
立
劇
場
、

兵
庫
県
立
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
国
内
公
演
ほ
か
北
欧
エ

ス
ト
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
台
湾
、
香
港
な
ど
海
外

公
演
に
も
出
演
。
国
内
外
で

教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

多
数
開
催
し
、
20
年
に
わ
た

り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

指
導
や
聴
覚
特
別
支
援
学
校

で
和
太
鼓
講
師
を
務
め
る
。

和
楽
器
の
競
演
の
演
奏
曲

は
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」

「
春
の
海
」
「
民
謡
メ
ド
レ
ー
」

ほ
か
。

入
場
料
は
５
０
０
円
。
入

場
券
販
売
は
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
（
４
月
１
日
～
12
日
、

10
時
～
12
時
、
土
、
日
は
除

く
）
、
喫
茶
「
ひ
よ
し
（
３

月
16
日
～
４
月
７
日
、
10
時

～
16
時
、
木
曜
休
み
）
問
い

合
わ
せ
は
岡
田
さ
ん
（
０
９

０
ー
７
３
５
９
ー
２
８
１
２
）
。

「みんながセンセイ、みんながセイト」日
吉
台
小
ほ
っ
と
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
完
成

学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
（
会
長
、
濱
崎
博
元
学

区
自
治
連
合
会
長
）
主
催
の

第
２
回
「
日
吉
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
が
２
月
18

日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

学
区
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

知
識
、
技
術
を
持
つ
人
が
住

む
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
か
ら

話
や
体
験
を
聞
き
、
考
え
た

り
物
を
つ
く
っ
た
り
、
体
を

動
か
し
た
り
す
る
「
み
ん
な

が
セ
ン
セ
イ
、
み
ん
な
が
セ

イ
ト
」
と
銘
打
つ
ユ
ニ
ー
ク

な
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
。

こ
の
日
は
、
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
の
第
１
、
第
２
、

大
会
議
室
な
ど
を
使
っ
て

「
み
ん
な
で
ダ
ン
ス
」
「
ス

マ
ホ
で
写
真
教
室
」
「
折
り

紙
講
座
」
な
ど
６
講
座
が
開

か
れ
学
区
民
や
子
ど
も
た
ち

約
50
人
と
９
組
が
受
講
し
た
。

大
会
議
室
で
開
か
れ
た
「
み

ん
な
で
ダ
ン
ス
」
は
子
ど
も

た
ち
が
お
母
さ
ん
ら
と
音
楽

に
合
わ
せ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
た
。

日
吉
台
小
校
舎
南
側
敷
地
の
一
角
に
、
み

ん
な
が
集
う
「
日
吉
台
ほ
っ
と
ス
テ
イ
シ
ョ

ン
」
が
完
成
し
た
。

同
小
が
実
施
す
る
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

第
３
弾
。
今
年
の
夢
プ

ロ
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
同
小
児
童
会
が

全
校
児
童
か
ら
「
み
ん

な
の
夢
」
を
募
集
。
各

学
年
か
ら
持
ち
寄
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
児
童
会
が

ま
と
め
「
ほ
っ
と
ス
テ

イ
シ
ョ
ン
」
の
設
置
と

な
っ
た
。

「
ほ
っ
と
ス
テ
イ
シ
ョ

ン
」
は
縦
３
㍍
、
横
４
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
。
全
校
児
童
が
一
人
一
枚
、
花
や
動
物
、

自
画
像
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
思
い
思
い
が
デ
ザ
イ
ン

し
て
作
り
あ
げ
た
10
㌢
四

方
の
タ
イ
ル
を
周
囲
に
張

り
付
け
飾
り
つ
け
て
あ
る
。

こ
こ
に
昨
年
度
の
夢
プ
ロ

事
業
で
製
作
し
た
木
製
ベ

ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子

な
ど
を
置
き
、
楽
し
い
語

ら
い
の
場
づ
く
り
に
利
用

す
る
。
（
完
成
し
た
日
吉

台
小
ほ
っ
と
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
）

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で

作
陶
活
動
を
し
て
い
る
陶
紫

会
（
細
谷
正
宏
代
表
）
の
陶

芸
作
品
を
集
め
た
作
品
展
が

３
月
30
日
と
31
日
の
２
日
間
、

四
丁
目
西
自
治
会
館
で
開
催

さ
れ
る
。

陶
紫
会
は
、
20
年
ほ
ど
前
、

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
陶
芸
学

科
24
期
の
山
村
俊
雄
さ
ん

が
始
め
ら
れ
た
同
好
会
で
、

現
在
９
人
ほ
ど
が
日
吉
台

市
民
セ
ン
タ
ー
で
作
陶
活

動
に
励
ん
で
い
る
。
今
回

の
作
品
展
は
、
会
員
ら
が

最
近
制
作
し
た
作
品
約
50

点
を
展
示
す
る
予
定
と
い

う
。
展
示
時
間
は
30
日
が

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
、

31
日
が
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
と
な
っ
て
い
る
。

陶紫会陶芸展

４丁目西自治会館で

春
の
日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト
４
月
14
日
開
催

津
軽
三
味
線
な
ど
和
楽
器
の
競
演

日吉中コミュニティスクール総会
学校の現状、活動など報告

日吉台コミュニティカレッジ開講

音楽に合わせリズミカルにダンスをする参加者たち

日吉中コミュニティスクールで行なわれるパ

ネルディスカッション


